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ま え が き

岡山県教育センターでは，教育に関する専門的，技術的事項の調査研究，教育関係職員の研修，教

育相談，教育情報の収集・蓄積・発信等の諸事業を行っております。特に，調査研究におきましては，

国の教育改革の動向と本県の教育課題を踏まえ，幾つかの研究主題を設定し，共同研究・個人研究を

行い，その成果の提供と普及に努めております。

完全学校週５日制の下，新学習指導要領は，小・中学校で平成14年度から全面実施され，高等学校

では平成15年度から学年進行で実施されます。「ゆとり」の中で「特色ある教育」を展開し，児童生

徒に豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を育成することがねらいとなっていま

す。特に，「心の教育」の充実と「確かな学力」の向上は教育改革の重要なポイントとされ，その実

現に向けて，各学校で新しい学校づくりの取り組みが推進されています。

しかしながら，学校での生活に十分に適応することができず，学習意欲を失ったり，人間関係に係

る問題を抱えたりして，不登校の状況に陥ったり，いじめ，暴力行為，非行といった問題を呈したり

する児童生徒も少なくありません。こうした問題の解決に努め，「心の教育」の充実と「確かな学

すべての児童生徒が学習活動や学校生活によりよく適応するとともに，力」の向上を図るためには，

学業や進路等について主体的に選択が行えるなど，現在及び将来の生き方を考え行動する態度や能

ガイダンスの機能を充実することが重要です。そして，ガイダンス力を育てることをねらいとした

の機能の充実は，学習活動や生徒指導，進路指導など，学校の教育活動全体を通して進めていくこと

が期待されています。

これまで当教育センターでは，生徒指導，教育相談の充実を目指して，心の居場所のある学級づく

り，心の教育を行うための教員研修，教育相談の推進，望ましい人間関係の育成，ピア・サポート等

に関する研究を行い，予防的，開発的な生徒指導，教育相談の在り方を示してまいりました。

本研究では，ガイダンスの機能の充実において求められている二つの側面のうち，学校や学級の生

活へのよりよい適応に重点を置き，学校や学年，学級の実態を考慮し，心理教育の考え方と手法を活

用した具体的な教育活動の在り方について提案しております。

御高覧の上，御意見，御批判をいただくとともに，新学習指導要領の趣旨に沿う教育実践のための

資料として御活用いただければ幸いです。

終わりになりましたが，この研究を進めるに当たり，御協力をいただきました協力委員の先生方並

びに関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成15年２月

岡山県教育センター所長

門 野 八 洲 雄
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研究の要旨

－ガイダンスの機能の充実を意図した教育活動の実践を目指して－

◎　ガイダンスの機能の充実

　　　　⇒よりよい適応と主体的で適切な選択のために

　・　発達段階に応じて

　・　計画的，組織的，系統的に

　・　集団活動や体験的な活動を通して

基本的な考え方

構成的グループエンカウンターの活用

ソーシャルスキル教育の活用

リラクセーションの活用
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内　容

まとめ

◎　教育活動の中で

　・　自尊感情を高める活動を

　・　自他の理解を深める活動を

　・　感情や行動をコントロールする方法を学ぶ活動を

実態調査から

実　　　　践
児童生徒の実態，発達段階に応じて

活動内容や支援体制を工夫して

学年や適切な時期を考えて

・児童生徒の人間関係や自他への気付きの深まり，不安の軽減

・活動内容を工夫した計画的，継続的な取り組みの必要性

よ
り
よ
い
適
応
の
た
め
に

心
理
教
育
の
考
え
方
と
手
法
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研究の概要

本研究では 「ガイダンスの機能の充実」において求められる児童生徒のよりよい適応，

に向けての指導・援助の在り方を探るため，構成的グループエンカウンターなどの心理

教育の考え方と手法を用いた教育活動を試みた。その結果，児童生徒の人間関係や自他

の理解が進み，不安が軽減されるとともに，校内の支援体制の工夫，学級（ホームルー

ム）活動での活動内容の工夫，計画的で継続的な取り組みの必要性が示唆された。

ガイダンス，適応，選択，心理教育，構成的グループエンカウンター，キーワード

ソーシャルスキル教育，リラクセーション

Ⅰ はじめに

新学習指導要領（中学校及び中学部では平成14年

４月から全面実施，高等学校及び高等部では平成15

） ， ，年度より学年進行で実施 では 中学校及び中学部

高等学校及び高等部において，総則と特別活動のそ

れぞれに「ガイダンスの機能の充実」という文言が

新たに示された。ガイダンスの機能の充実を図るこ

とは，すべての児童生徒が学校や学級の生活により

よく適応し，豊かな人間関係の中で有意義な生活を

築き，現在及び将来の生き方を考え行動する態度や

能力を育てる上で，極めて重要であると言われてい

る。

， ， ， ， ，そこで 本研究では 小学校 中学校 高等学校

養護学校における実践例を示し，ガイダンスの機能

の充実の在り方を探った。

Ⅱ 研究の目的

(1) 児童生徒の学校への適応状況を把握する。

(2) ガイダンスの機能の充実に係る実践例を示す。

(3) ガイダンスの機能の充実の在り方を示す。

Ⅲ 研究の内容

１ ガイダンスの機能の充実の意味とねらい

社会が急速に変化しつつある現在，児童生徒一

人一人が豊かな人間性を備え，自ら学び自ら考え

るなどの「生きる力」を育成していくことが強く

求められている。しかし現実には，学校や学級の

生活に十分に適応することができず，学習への意

欲を失ったり，人間関係にかかわる問題を抱えた

り，不登校の状態に陥ったりする児童生徒が少な

くない。また，目的意識が持てず，自分を見失い

がちになって，学習における選択や進路の選択が

適切にできない児童生徒も見られる。

ガイダンスの機能の充実とは，このような教育

上の課題を背景として新たに示されたものであ

る。そしてその内容は，学習指導要領の総則と特

別活動に次のように記されている。

このように，ガイダンスの機能の充実がねらうこ

とは児童生徒のよりよい適応と選択を進めることで

， ， ，あり そのためには 適切な情報提供や案内・説明

活動体験，各種の援助・相談活動を，学校として進

めていくことが求められる。

＜総則＞

生徒が（生徒が適切な各教科・科目や類型を

選択し）学校や学級（ホームルーム）での生活

によりよく適応するとともに，現在及び将来の

生き方を考え行動する態度や能力を育成するこ

とができるよう，学校の教育活動全体を通じ，

ガイダンスの機能の充実を図ること。

＜特別活動＞

学校生活への適応や人間関係の形成，選択教

科（教科・科目）や進路の選択などの指導に当

たっては，ガイダンスの機能を充実するよう学

級（ホームルーム）活動等の指導を工夫するこ

と。

※中学校並びに盲学校，聾学校及び養護学校小
ろ う

学部・中学部学習指導要領より該当部分を抜

粋。括弧内は下線部についての高等学校並び

に盲学校，聾学校及び養護学校高等部学習指

。導要領の表現である
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それでは，具体的にはどのような活動が求められ

るのであろうか。以下に示すのは，学習指導要領解

説に例示されている具体的な活動の抜粋である。

本研究では，これらの内容に配慮した実践を行っ

た。

ア 入学時，新学期開始時期において，教師と

生徒及び生徒相互の好ましい人間関係が生ま

れるように配慮するとともに，生徒自身が学

校や学級における諸活動や集団の意義，内容

などについて十分に理解し，自発的によりよ

い生活に取り組むことができるよう創意工夫

すること（中）

イ 新たな学習や各種の学習活動の開始時期な

どにおいて，生徒がこれから始まる学習に対

して積極的な意欲をもち，主体的に活動に取

り組むことができるよう各教科等において十

分に配慮すること（中）

ウ 選択教科等に関し，学習活動のねらいや方

法，よりよい選択の仕方等についての理解を

図り，生徒の主体的な学習意欲を喚起して，

一人一人の特性等に応じた多様な学習活動が

展開されるように配慮すること（中）

エ 進路の選択に関して，生徒一人一人が自己

理解を深め，自己の将来の生き方を考え，卒

業後の進路を主体的に選択し，更に積極的に

その後の生活において自己実現を図ろうとす

る態度を育てるよう配慮すること（中）

ウ 不適切な選択が学校生活への不適応の原因

ともなることなどを考慮し，しっかりとした

選択ができるよう，年間を通じて適切な指導

を計画的に進めるとともに，個々の生徒に対

する相談活動の充実に配慮すること（高）

※文末に（中）としたのは中学校学習指導要領

（平成10年12月告示）解説－総則編－並びに

盲学校，聾学校及び養護学校小学部・中学部

学習指導要領（平成11年３月告示）解説－総

則等編－からの抜粋 （高）は高等学校学習指，

導要領（平成11年３月告示）解説－総則編－

並びに盲学校，聾学校及び養護学校高等部学

習指導要領（平成11年３月告示）解説－総則

等編－からの抜粋である。

２ ガイダンスの機能の充実のための留意点

(1) 発達段階に応じた取り組み

ガイダンスの実施に当たっては 「生徒のより，

よい適応や選択に資するよう ３年間を通じた 入， （

学から卒業までを見通した）系統的，発展的なガ

イダンスの諸計画を立てるようにすること （中」

学校学習指導要領解説－特別活動編－，括弧内は

高等学校学習指導要領解説－特別活動編－の表

記）と示されている。

これは，発達段階に応じて適切なガイダンスの

場を，計画的，系統的に設定し，学校として組織

的に取り組むことの必要性を述べたものである。

児童生徒の実態等を踏まえ，必要な課題に対して

ガイダンスの場や機会が適切に用意されることが

求められる。

本研究では小学校，中学校，高等学校，養護学

校において，ガイダンスの機能の充実を意図した

教育活動を実践した。ガイダンスの機能の充実を

意図した教育活動を実践するとき，どのような工

夫や配慮が必要となるかについて，中学校と高等

学校についてはすでに触れた。ここでは，小学校

並びに盲学校，聾学校及び養護学校におけるガイ

ダンスの機能の充実について触れておきたい。

① 小学校におけるガイダンスの機能の充実

小学校では，学級が教育活動の基盤となる場面

が多い。小学校学習指導要領第１章総則第５の２

の(3)には 「日ごろから学級経営の充実を図り，，

教師と児童の信頼関係及び児童相互の好ましい人

間関係を育てるとともに児童理解を深め，生徒指

導の充実を図ること」と示されている。

児童の発達段階から，教師との信頼関係や児童

相互の人間関係，学級集団への所属感等が，学校

や学級への適応に及ぼす影響は少なくない。した

がって，小学校におけるガイダンスの機能の充実

は，特に学級や学校生活への適応や好ましい人間

関係の形成に力点が置かれる。

② 盲学校，聾学校及び養護学校におけるガイダン

スの機能の充実

盲学校，聾学校及び養護学校においては，個性

を最大限に伸長し，自立し，社会参加するための

基盤となる生きる力の資質や能力の育成を図るこ

とをねらいとした教育を行っている。

また，国際障害者年（1981）以降，本人参加と

自己決定の理念が教育現場にも浸透し，障害児教
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育においても，本人を主体にした教育活動の在り

方が求められている。

そこで，教師は児童生徒一人一人の意思を尊重

し，児童生徒に自己理解の力，状況判断の力，自

己選択の力を付け，児童生徒が自ら学び主体的に

物事にかかわれるよう，学校の教育活動全体を通

じて行うことが必要である。

盲学校，聾学校及び養護学校におけるガイダン

スの機能の充実は，現在の児童生徒の生き方と将

来の生き方も含めた進路指導を中心として，教師

と児童生徒の好ましい人間関係を育てることに力

点が置かれる。

(2) 学級（ホームルーム）活動の工夫

児童生徒が学校・学級（ホームルーム）生活に

慣れて好ましい人間関係を形成したり，選択教科

（教科・科目）や進路の選択に適切に対処したり

する活動は，学級（ホームルーム）活動の重要な

特質である。したがって，ガイダンスの機能を充

実していく上で，学級（ホームルーム）活動の工

夫は欠かせない。

本研究では，学級（ホームルーム）活動におい

て集団活動や体験的な活動を行うなどの工夫を通

して，学校や学級生活への適応や好ましい人間関

係の形成を図った。

(3) 指導内容・方法や指導体制の工夫

ガイダンスの機能を充実させることのねらい

は，一人一人の生徒が

○ 学校や学級の生活によりよく適応する

○ 主体的な活動への意欲を持つ

○ 自己実現にかかわって必要とされる資質や能

力，態度を身に付ける

○ 存在感や自己実現の喜びの感じられる生活を

築く

等を通して，よりよく発達することを促すことで

ある。

そのためには，ガイダンスの機能の充実を図る

上で特に力点を置くべき教育活動は何かを，各学

校において検討することが要求される。そして，

学級（ホームルーム）担任など個々の教師の力量

， ，に指導を委ねるのではなく 教職員が協力し合い
ゆ だ

家庭や地域の教育力を活用するなど，学校全体の

総合力を生かして児童生徒の指導・援助に当たる

ことが大切である。

また，こうした指導が十分機能するためには，

「自他の個性を尊重し，互いの身になって考え，

相手のよさを見つけようと努める集団，互いに協

力し合い，主体的によりよい人間関係を形成して

いこうとする集団 （前掲書第３章第７節の３）」

を築いていくことが基盤となる。

３ ガイダンスの機能の充実の方法

このような集団づくりやよりよい人間関係の形

成，そのために必要な社会的スキルの習得などが

期待できる方法として，心理教育がある。

心理教育は，心理学の理論や技法を教育に採用

して心の教育を行う方法であり，すべての教師が

教育活動の中で能動的にかかわる，すべての児童

生徒を対象とした「教育フレームからの広い意味
）でのカウンセリングのアプローチ 岡林,1997)」（ １

である。

心理教育は，児童生徒の心理的発達の促進と，

不適応や問題発生の予防をねらいとしている。児

童生徒が発達する上で必要とされる対人関係スキ

ル，学習スキル等の基礎的な能力の習得を援助す

ることによって，児童生徒の集団への適応や自己

成長を促進したり，問題発生を防いだりすること

ができる。

また，心理教育は，教科，道徳，特別活動，総

合的な学習の時間等の教育活動全体において実施

可能である。その際，児童生徒の実態や発達に応

じ，教育活動全体を見通して，意図的，計画的に

実施されることが重要である。

本研究では，このような心理教育の特徴を生か

した教育活動を実践することにより，ガイダンス

の機能を充実させることができると考えた。

， ，次に 本研究における心理教育の実践について

各方法の定義・目的，実施の手順，実施上の留意

点を表１に示す。

４ 実態調査

(1) 調査の目的

ガイダンスの機能の充実を目指した教育活動を

行う際の方向性や視点を探るため，学級・ホーム

ルーム経営や学校生活等に関する実態調査を行っ

た。
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表１ 実践した心理教育の「定義・目的 「実践の手順 「実施上の留意点」」 」

定義・目的 実施の手順 実 施 上 の 留 意 点
実施前○ エクササイズ（心理面の発達を ① インストラクション ○

促す課題）と呼ばれる演習をリー ねらいとエクササイズの内容を説 ・ １学期の初めは人間関係づくりを，２学期以降は自

ダー（教師）の指示の下に行い， 明する。 己理解や自己主張をねらったものを行うなど，学校，構

心と心の触れあいを深め，心理的 ② ウォーミングアップ 学年，学級の実態やねらいに応じ，年間計画を立てて成

成長を促す集団体験式の教育方法 心と体の緊張をほぐす。 実施する。的

である。 ③ エクササイズ ・ 実施中の児童生徒の心の動きを理解するために，教グ

○ エクササイズを行うことによっ 中心となるエクササイズを行う。 師自身が事前に体験しておくことが望ましい。ル

実施中

ー

て「自己理解，他者理解，自己受 ④ シェアリング ○

容，自己主張，信頼体験，感受性 エクササイズを行ったときの気持 ・ 参加を無理強いしない。参加しにくい児童生徒にはプ

の促進」をねらいとする。また， ちや思いを出し合い，振り返る。 見学を勧めるなど，適切な配慮をする。エ

児童生徒相互，教師と児童生徒間 ⑤ まとめ ・ エクササイズに拒否的な児童生徒などがいないか，ン

の人間関係を育てることもねらい リーダーからフィードバックをす 児童生徒の様子を観察する。カ

実施後ウ とする。 る。 ○

・ 必要に応じて，個別に話を聞くなどのケアをする。ン

学校種別・発達段階における留意点タ ○

・ 児童生徒の実態や発達段階に応じたエクササイズを

ー

選択する。

・ 小学校低学年では，言語を用いたシェアリングが難

しいので，絵カードを用いるなどの工夫をする。

・ 発達段階によっては，男女の身体接触に抵抗感を抱

く場合があるので配慮する。

実施前○ 人間関係の持ち方について不足 ① インストラクション ○

している知識を学び，不適切な行 仕組みや手順，効果について説明 ・ 児童生徒個人や集団の実態を把握し，必要なスキル

動を改善し，社会的により望まし する。 を選択する。ソ

い行動を新たに獲得していくため ② モデリング ・ 教師自身が事前に体験し，モデリングの内容と，実

ー

の教育方法である。 具体的な行動の仕方などの手本を 施の手順について十分検討しておく。シ

実施中ャ ○ 「人間関係についての基本的な 示す。 ○

知識 「他者の思考と感情の理解 ③ リハーサル ・ 教師は明るく温かい態度で臨み，楽しい雰囲気づくル 」

の仕方 「自分の思考と感情の伝 適切な振る舞い方を練習する。 りを心掛ける。ス 」

え方 「人間関係の問題を解決す ④ フィードバック ・ 児童生徒の感情を受け入れ，ゆったりしたペースでキ 」

る方法」など，対人関係を促進し 練習したことを振り返り，必要に 進める。ル

円滑化を図るスキルを学習し，不 応じて修正する。 ・ リハーサルを丁寧に行い，適切なフィードバックを教

適応状態を未然に防いだり，解決 ⑤ ホームワーク 与える。育

実施後したりすることをねらいとする。 学習したスキルが日常場面で実践 ○

されるように促す。 ・ ホームワークについて，朝の会・帰りの会等で話題

にするなど，学習したスキルの定着化を図る。☆ この順序にとらわれる必要はないが，

・ スキルの有効性や定着について，児童生徒が相互に一般的にはこの順序で実施すると効率的

評価し合えるよう工夫する。である。

学校種別・発達段階における留意点○

・ 上級学年への積み上げを意図して計画を立てる。

実施前○ 安静感を得ることにより，緊張 ☆ 代表的なリラクセーションの手法と手 ○

や不安を軽減して，心理的な不適 ・ 児童生徒個人や集団の実態を把握し，必要なリラク順

応状態を回復させるための方法で ○ 自律訓練法の標準練習（実際は７ セーション技法を選択する。リ

ある。 段階の練習から構成されているが， ・ 教師自身が体験し，理論と方法を習熟する。ラ

実施中ク ○ ストレスの緩和や心身の健康， ここでは，学校でおおむね用いられ ○

病気の予防をねらいとする。自己 ている初めの３段階のみを示す。 ・ 時間と場所に余裕を持たせる。セ

抑制力，集中力，持続力が付き， 「 」内は訓練公式である ） ・ 個人のペースを尊重し，気分の悪くなった児童生徒

ー

。

大切な場面でのあがり防止や実力 ① 安静感 気持ちが落ち着いている は休憩させ 個別指導等を行う。シ 「 」 ，

実施後ョ 発揮などに効果がある。 ② 重たい感じ「右（左）腕（足）が ○

。ン 重たい」 ・ 体調の悪くなった児童生徒への対応を速やかに行う

，③ 温かい感じ「右（左）腕（足）が ・ リラクセーション技法がどの程度定着したか把握し

温かい」 継続的に指導を行う。

学校種別・発達段階における留意点☆ 終了する際は，消去動作を行い， ○

覚醒を確認する。 ・ 小学校低学年には，呼吸法や漸進性弛緩法が適して
せ い

☆ 自律訓練法のほか，呼吸法や漸進 いる。

性弛緩法等がある。
し

☆ どの方法も，教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間との関連を図ることが望ましい。

☆ 盲・聾・養護学校で実施する場合は，特に障害の状態及び発達段階や特性等を十分考慮する。
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(2) 調査の対象及び方法

小・中学校については，地域，学校規模を，高

等学校については，学校規模，学科を考慮し，約

１割の学校を無作為に抽出し，該当校教師及び児

童生徒に回答を求めた。表２は，小・中学校の調

査抽出校数である。なお，高等学校については，

８校を抽出した。

表２ 調査抽出校数

教師への調査は各項目に対する４段階評定尺度

法及び多肢選択式を併用した質問紙法により実施

し，一部記述式とした。小学校においては依頼校

の第３学年以上の学級担任１名に，中・高等学校

においては該当年度に学級担任をしている教師に

依頼した。

児童生徒への調査は，各項目に対する４段階評

定尺度法による質問紙法で実施した。小学校第３

学年以上の各校指定学年の１学級に依頼した。

(3) 調査の内容

① 教職員対象調査内容

「学級・ホームルーム経営に関する調査 （以」

下「経営調査」と言う ）とし，学級・ホームル。

ーム経営における指導の困難さや児童生徒が学校

生活によりよく適応していくために必要な内容な

ど，図１に示す12項目について調査した。

図１ 「経営調査」内容

小 学 校

学校規模 ６学級以下 ７～18学級 19学級以上 合 計

県内校数(校) １５４ １５１ １３９ ４４４

抽出校数(校) １７ １５ １３ ４５

中 学 校

学校規模 ７学級以下 ８～15学級 16学級以上 合 計

県内校数(校) ６１ ５５ ５４ １７０

抽出校数(校) ７ ６ ６ １９

１ 児童生徒のストレス度
２ よりよい適応に向けた努力度
３ よりよい適応の内容（自由記述）
４ 学級・ホームルーム経営上の指導の困難度
５ 学級・ホームルーム経営上の課題（自由記述）
６ 指導に困難さを感じる場面とその度合い
７ 指導に困難さを感じる理由
８ 適応を図る際，学級・ホームルーム活動の各種内容の重
要度
９ よりよい適応に必要と思う能力等の重要度
10 よりよい適応に必要と思う指導内容の重要度及びそれら
の実践の有無
11 よりよい適応のため担任としての具体的取り組み（自由
記述）
12 指導に困った事例（自由記述）

② 児童生徒対象調査内容

「学校・家庭生活に関する調査 （以下「生活」

」 。） ， 。調査 と言う とし 35項目について調査した

35項目については，図２に示すとおり六つのカテ

ゴリーを設定し，それらに該当すると思われる設

問を用意した。

図２ 「生活調査」内容

(4) 調査の結果と分析

調査は，平成13年１月から２月末に実施し，表

３に示す回答数を得た。

表３ 調査回答数

① 「経営調査」から

ア 指導に困難さを感じる場面について

図３の①～⑦に示す指導場面においてどの程度

指導の困難さを感じるかを調査した。図３は中学

校の結果を示したグラフである。

指導に困難さを「感じる 「とても感じる」と」

回答した教師が６割を超える項目は，小学校で①

④⑤⑥⑦，中学校で③④⑤⑥⑦（図３ ，高等学）

校で④⑤⑥⑦であった。したがって，基本的生活

習慣，話し合い場面，友達間の問題解決，生徒指

導上の諸問題に対する指導場面については，どの

校種でも困難を抱えていることが分かる。特に，

中学校，高等学校ではこの四つの中で，基本的生

活習慣，生徒指導上の諸問題に対して指導に困難

さを「感じる 「とても感じる」と回答した割合」

が８割を超えている。

小 学 校

学 年 ３ ４ ５ ６ 合 計 教 師

回答数(人) 232 256 243 221 ９５２ １６８

中 学 校

学 年 １ ２ ３ 合 計 教 師

回答数(人) １９９ １７１ １７９ ５４９ １９３

高等学校

学 年 １ ２ 合 計 教 師

回答数 人 １４２ １４３ ２８５ １５９（ ）

１ 自己肯定感（６問）

２ 感情や行動をコントロールする力（７問）

３ 自分の考えや気持ちなどを主張する力（６問）

４ 他人と積極的に関係を持とうとする力（６問）

５ 規則や決まりを尊重したり，守ったりする力（６問）

６ ストレスをうまく発散する力（４問）
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図３ 各指導場面における困難さ（中学校）

イ よりよい適応に必要と思う能力等の重要度につ

いて

図４に示す事柄について，よりよく適応してい

くために，どの程度重要と感じるかを調査した。

図５～８はその結果を示したグラフである。

図４ よりよい適応に必要と思う能力等

よりよい適応のために「とても重要」と回答し

た教師が６割を超える項目は 小学校で①②⑤ 図， （

５ ，中学校で②⑤（図６ ，高等学校で②⑤（図） ）

７）であった。したがって 「自分の感情や行動，

をコントロールする力 「他人の考えや気持ちを」

理解しようとする力」については，どの校種でも

重要視されていることが分かる。また，七つの項

， （ ）目のうち 三つを選択をしてもらった結果 図８

からも同様の傾向が得られた。また，この二つに

次いで「自分を好きだと思ったり，自信を持った

りすること」がどの校種においても重要視されて

いることが分かる。

ウ よりよい適応のために必要と思われる指導内容

の重要度及びそれらの実践の有無

図９に示す事柄について，実践の有無と今後の

必要感について調査した。図10，11はその結果で

ある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦生徒指導上の諸問題
に対する指導場面

⑥友達間の問題を解決する
ための指導場面

⑤学級・ホームルーム活動など
での話し合い場面の指導場面

④基本的生活習慣についての
指導場面

③学校行事などでの集団
行動における指導場面

②係や委員会などでの
役割や分担の遂行の指導場面

①学習（各教科等）での指導場面

とても感じる 感じる あまり感じない 感じない 無回答
（Ｎ＝１９３）

① 自分を好きだと思ったり，自信を持ったりすること
（自己肯定感）
② 自分の感情や行動をコントロールする力
（感情・行動制御）
③ 自分の考えや気持ちなどを主張する力（自己主張）

（ ）④ 他人と積極的に関係を持とうとする力 関係維持・促進
⑤ 他人の考えや気持ちを理解しようとする力（対人理解）

， （ ）⑥ 規則や決まりを尊重したり 守ったりする力 規則尊重
⑦ ストレスをうまく発散する力（ストレス調整）

図５ よりよい適応に必要と思う能力（小学校）

図６ よりよい適応に必要と思う能力（中学校）

図７ よりよい適応に必要と思う能力（高等学校）

図８ よりよい適応に必要と思う能力（三つ選択）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦ストレス調整

⑥規則尊重

⑤対人理解

④関係維持・促進

③自己主張

②感情・行動制御

①自己肯定感

とても重要 重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 （Ｎ＝１６８）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦ストレス調整

⑥規則尊重

⑤対人理解

④関係維持・促進

③自己主張

②感情・行動制御

①自己肯定感

とても重要 重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 （Ｎ＝１９３）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦ストレス調整

⑥規則尊重

⑤対人理解

④関係維持・促進

③自己主張

②感情・行動制御

①自己肯定感

とても重要 重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 （Ｎ＝１５９）

15

16

23

21

23

20

6

7

9

5

7

10

25

22

25

14

12

8

7

6

5

7

5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校

中学校

小学校

①自己肯定感 ②感情・行動制御 ③自己主張 ④関係維持・促進

⑤対人理解 ⑥規則尊重 ⑦ストレス調整 無回答

＊グラフ内の数字は％

（Ｎ＝５０４）

（Ｎ＝５７９）

（Ｎ＝４７７）
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図９ よりよい適応のために必要な指導内容

図10 各指導内容の実践の有無

図11 各指導内容の今後の必要感

図10から，半数（５割）以上の教師が実践して

いると回答した項目は，小学校①②④⑤⑥，中学

校で③，高等学校で①③であった。どの校種でも

比較的実践されているのは 「授業の改善 「児童， 」

」 ，生徒一人一人との個別の相談・話し合い であり

① 学習指導の改善をすることで，個々の児童生徒に自信や
楽しみを持たせる（学習指導の改善）
② 学級・ホームルーム活動の時間に学級・ホームルームの
問題を話し合う（問題の話し合い）
③ 定期的に教育相談を行うなど，できる限り個々の児童生
徒一人一人と話し合う（個別の相談・話し合い）
④ 一緒に遊んだり過ごしたりして，できる限り児童生徒理
解に努める（時間・活動の共有）
⑤ 児童生徒との人間関係を促進するような活動をする
（教師との人間関係の促進）
⑥ 自分のことや友達のことについて理解を深めるような活
動をする（児童生徒相互の人間関係の促進）
⑦ 心身をリラックスさせるような方法を活用する
（リラクセイション）
⑧ 遊びや運動などに誘い，ストレスを発散できる場を設け
る（ストレス発散活動）
⑨ 体験を通して，自己主張や人との付き合い方の技能を習

（ ）得するような学習の場を設定する ソーシャルスキル教育
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あまり取り組まれていないものが「リラクセーシ

ョン 「ストレス発散活動 「ソーシャルスキル教」 」

育」であることが分かる。

校種間の違いを見ると 「学習指導の改善 「個， 」

」 ， ，別の相談・話し合い 以外の項目の実践は小 中

， 。高等学校と 学年が上がるにつれて減少している

図11は，それらの指導内容に対して，今後「と

ても必要 「必要」と回答した教師の割合を示し」

たものである。どの校種でも８割以上の教師が必

要を感じているものとして 学習指導の改善 問，「 」「

」「 」題の全体での話し合い 個別の相談・話し合い

「教師との人間関係の促進 「児童生徒相互の人」

間関係の促進 「ソーシャルスキル教育」が挙げ」

られている。

② 「生活調査」から

ア 因子分析結果

作成された35項目の生活調査の因子構造を明ら

かにするために，主因子法バリマックス回転によ

る因子分析を行った。

その結果，小学校では６因子，中学校では７因

子，高等学校では８因子が抽出された。なお，発

達における特徴を見いだすことを目的としたた

め，各校種間について共通因子を求めたところ，

４因子が抽出された（図12 。各因子を構成する）

項目の特徴から第１因子は「自己肯定感情 ，第」

「 」， 「 」，２因子は 規則尊重 第３因子は 情緒安定性

第４因子は「衝動制御」とそれぞれ命名した。

図12 「生活調査」の共通因子

イ 各因子による分散分析の結果について

因子分析によって得られた 自己肯定感情 規「 」「

則尊重 「情緒安定性 「衝動制御力」について，」 」

小学校中学年，小学校高学年，中学校第１，２，

自己肯定感情１
・ 私には，よいところがあると思う。
・ 先生は私のことを理解してくれている。
・ 私は，みんなから好かれている。
・ 私は自分のことが好きだ。
２ 規則尊重
校則などいろいろな決まりを守っている。・
・ 忘れ物をしないように気を付けている。
・ きまり正しい生活をしようと努力している。
３ 情緒安定性
・ 嫌なことがあってもあまり落ち込むことはない。
・ 私は，元気なときと落ち込むときの差があまりない。
・ 少々のことはあまりくよくよ考えない。
４ 衝動制御
・ イライラしたり腹が立ったりしたとき，我慢することが
できる。
・ 腹が立っても物に当たることはない。
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３学年 高等学校第１ ２学年 以下それぞれ 小， ， （ 「

・中学年 「小・高学年 「中１ 「中２ 「中３」」 」 」 」

「高１ 「高２」と言う ）の発達段階（学年）及」 。

。 ，び男女の性別の２要因の分散分析を行った なお

交互作用が見られたものについては５％水準で学

年の１対比較（FisherのPLSD）を行った。

(ｱ) 自己肯定感情について

自分を好きだと思ったり自信を持ったりする

「自己肯定感情」は，学年（ (6,1769)=15.6，F

＜.01）と性別（ (1,1769)=32.3, ＜.01）ともp F p

に主効果が見られた（図13 。学年では，小・中）

学年から中２にかけて次第に低くなり，中３で持

ち直して最も高くなるが，高１で再び低下するこ

とが分かった。また，性別では，中１から男子と

比べて女子の方が有意に自己肯定感情が低くなっ

ていた。

また，交互作用（ (6,1769)=7.8, ＜.01）も見F p

られ，１対比較の結果，男子が変化がないのに比

べ，女子は中２まで急激に自己肯定感情が低下し

ていた。学年によって男女の現れ方がかなり違う

ことが明らかになった。

図13 第１因子「自己肯定感情」の交互作用

(ｲ) 規則尊重について

決まりを尊重しようとする「規則尊重」は，学

年（ (6,1769)=3.8, ＜.01）について主効果が見F p

られ，小・高学年，高１で規則尊重の意識が前学

年と比べて有意に低下し，逆に中３では前学年と

比べて有意に上昇していた（図14 。また，交互）

作用（ (6,1769)=3.1, ＜.01）が見られ，１対比F p

較を行った結果，男子の中学校時代が安定して高

まっているのに対し，女子は学年によってかなり

変化があることが分かった。中３が全学年と比べ

て有意に高いのは，進路決定が目前にして，自分

7.5
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得
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の行動が自分にとって損か得かという視点から判

断して行動することを迫られる時期であることが

関係していると考えられる。

図14 第２因子「規則尊重」の交互作用

(ｳ) 情緒安定性について

落ち込みや，くよくよすることがあまりないと

いう「情緒安定性」は，学年（ (6,1769)=5.4，F

＜.01）と性（ (1,1769)=19.9, ＜.01）ともにp F p

主効果が見られ，高２の女子を除いて，男女とも

小学校をピークに学年を追うごとに情緒安定性が

低くなり，また，女子の方が男子より低い結果と

なった。特に中１から高１にかけては，性差が顕

著に見られた（図15 。）

児童期を過ぎ，自分の能力や性格が次第に把握

できるようになり，現実とのギャップの中で思い

， 。悩み 不安定になる時期は長く続くと考えられる

図15 第３因子「情緒安定性」の交互作用

(ｴ) 衝動制御について

腹が立ったとき，自分をコントロールできると

いう「衝動制御」は，学年（ (6,1769)=3.1,F

＜.01）のみ主効果が見られ，小・中学年から中p

２に向けて下降し，中３で一時高くなるが，高１

で再び低くなり，高２で少し上がっていることが

分かった（図16 。特に小・中学年から中２にか）
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けて，女子が急激に低下していた。この時期は，

第二次性徴など身体面での変化が起こり，情緒的

にも不安定になり，自分を抑えたり，コントロー

ルしたりしにくい時期といえる。

図16 第５因子「衝動制御」の交互作用

(5) 調査結果から得られた実践に向けての視点

「経営調査」から，多くの教員が指導に困難さ

を感じる場面として挙がっているのは 「基本的，

生活習慣 「全体での話し合い 「友達間の問題解」 」

決 「生徒指導上の諸問題」の四つの指導場面で」

ある。これらの困難さを感じる指導場面において

よりよい適応や選択を図るためには，どのような

教育活動が必要となるだろうか。

適応にかかわって教員から重要視されているも

のは 「自分のことを好きだと思ったり，自信を，

持ったりすること 「自分の感情や行動をコント」

ロールする力 「他人の考えや気持ちを理解しよ」

うとする力」の三つである。

これらの力を含んで，生徒指導上の諸問題を未

然に防ぎ，児童生徒の内面の成長を促進するため

に育てたい力として，冨永（1999）は「自己尊重

感，自体慈愛感と自体操作感，共感と共動作感，

自己効力感と自己努力感，自己存在感と安心感」

を指摘し 「心の授業」の在り方を示している。，

これによると 「自己尊重感」とは自分は価値，

がある人間だという自信，自尊感情のことで，適

応にかかわって教員から重要視されている「自分

のことを好きだと思ったり，自信を持ったりする

こと」と相通じ 「生活調査」に見られた「自己，

肯定感情」の項目を含むものもある。また 「自，

体慈愛感」とは自分の身体をいたわる力，なだめ

る力であり 「自体操作感」とはその行動への力，

である。これらは 「自分の感情や行動をコント，

ロールする力」と相通じ 「生活調査」に見られ，

4.9

5.0

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

5.6

5.7

小・中学年 小・高学年 中１ 中２ 中３ 高１ 高２

学　　年　　別

「
行
動
制
御

」
得
点

男 女

た「情緒安定性 「衝動制御」の項目を含むもの」

もある。そして 「共感」とは，あなたの気持ち，

はよく分かるという感覚であり 「共動作感」と，

は相手の身に自分の心を置こうとし，動作して感

じることである。これらは「他人の考えや気持ち

を理解しようとする力」と相通ずる。

冨永の言う「心の授業」のねらいは，ガイダン

スの機能の充実のねらいと軌を一にしており，冨

永の指摘した力を児童生徒に育てることは，児童

生徒が学校や学級の生活によりよく適応し，豊か

な人間関係の中で有意義な生活を築き，現在及び

将来の生き方を考え行動する態度や能力を育てる

上で欠かせないと思われる。

したがって，ガイダンスの機能の充実を図るた

めには，教育活動の中に，自尊感情を高め，感情

や行動をコントロールする方法を具体的に学び，

自分や他人を見詰め直して自他の理解を深める機

会を設けることが望まれる。そのためには，多く

の教師が必要と感じながらも，現時点では比較的

実践が行われていない 「教師との人間関係の促，

進 「児童生徒相互の人間関係の促進 「ストレス」 」

の上手な処理や管理 「体験を通しての，自己主」

」（ ， ）張や人との付き合い方の技能の習得 図10 11

について，Ⅲ－２「ガイダンスの機能の充実の方

法」で述べたような心理教育の考え方と手法を用

いた具体的な教育活動の在り方を提案することが

必要である。

その際，小学校から中学校へ，中学校から高等

学校への移行期に児童生徒の適応が困難になりや

すい傾向があることに配慮することが大切であろ

う。その傾向は「生活調査」の結果からもある程

度うかがえるが，よりよい適応のために前述した

ような教育活動を考える際，中学校，高等学校の

第１学年における実践は特に大切であると考え

る。

そこで本研究では，心理教育の考え方と手法を

用いてよりよい適応に向けた教育活動を行う際，

①どの学年で実践するか，②どのような手法を用

いると効果的か，③どのような体制を組んで実践

するかを考慮して，学校や学年，学級の実態に応

じた実践を行うこととした。


